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「平成13年度農林水産省／文部科学省
表彰受賞者功績発表会」開催される

企画調整部情報資料課

平成13年４月27日（金）に農林水産技術会議

事務局筑波事務所つくば農林ホールにて，農林

水産技術会議事務局筑波事務所および筑波農林

研究団地内の各研究機関主催による「平成13年

度農林水産省／文部科学省表彰受賞者功績発表

会」が開催されました。

当所からは鶴田治雄氏が農林水産功績者賞，

阿江教治氏が文部科学省研究功績者賞を受賞し

ており，その内容について発表しました。

以下にその内容を掲載します。

「農耕地における温室効果ガスの排出削減対

策技術の確立および技術指導」

（温室効果ガスチーム長）鶴 田 治 雄

大気中に存在するメタンと亜酸化窒素は温室

効果ガスであり，それらの主な発生源の一つと

して，水田と窒素肥料を施用した畑地が指摘さ

れている。現在大気中でこれらのガス濃度が増

加しており，地球温暖化を促進すると推測され

ている。水田からのメタン発生とその要因に関

してはこれまでにも研究がなされてきたが，水

田からの亜酸化窒素や窒素肥料を施用した畑地

からの亜酸化窒素の発生要因に関する研究は少

なかった。また，平成９年12月に京都で開かれ

た気候変動と地球温暖化対策に関する第３回締

約国会議（ 3）で，人間活動によって排出COP

されるこれらの温室効果ガスの排出量を削減す

ることが決定され，農耕地からのこれらのガス

排出量を削減する技術を開発する研究も緊急に

必要とされた。

鶴田氏の発表模様

そこで，水稲栽培期間中だけでなく年間を通

して水田からのメタンと亜酸化窒素の発生に関

する研究を行い，水田からはメタンだけでなく

亜酸化窒素も発生していること，両者の発生は

トレードオフの関係にあることを明らかにし

た。また，水田からのメタン発生を少なくする

技術として，湿田を乾田化することが有効であ

ることを明らかにした。さらに，ライフサイク

ルアセスメント手法を導入し，地球温暖化ポテ

ンシャルを用いて，水田での二酸化炭素を含め

た温室効果ガスの大気環境への年間を通した負

荷割合を明らかにした。

一方，窒素肥料を施用した畑地からは，亜酸

化窒素とともに一酸化窒素（温室効果ガスであ

る対流圏オゾンの生成に寄与するガス）も，同

時に発生していること，それらの発生に窒素肥

料の種類や施肥位置，および土壌タイプや土壌

水分量などが大きな影響を与えていることを明

らかにした。また，これらのガスの発生を自動
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的に連続測定するシステムを開発し，畑地での

ガス発生量の日変化，経日変化，および季節変

化などを明らかにした。さらに，畑地からのこ

れらのガスの発生を少なくする技術として，局

所溝状施肥や緩効性窒素肥料の使用などを組み

合わせる方法が有効であることを明らかにし

た。

これらの成果をもとに，農林水産省農産園芸

局および構造改善局が実施した日本の農耕地か

らの温室効果ガスの排出実態調査を指導してそ

の結果を解析し，日本の農耕地からのメタンと

亜酸化窒素の総排出量を明らかにした。これら

の結果は，環境省の温室効果ガス排出目録や

（気候変動に関する政府間パネル）などIPCC

の報告書にも活用された。また，中国，タイ，

韓国，インドなどの研究者と共同で，各国にお

ける農耕地からの温室効果ガスの発生とその削

減技術の開発に関する研究を実施中である。こ

の間２回にわたり，亜酸化窒素等のガス発生を

テーマに国際ワークショップを組織・開催し，

これらのガスの発生要因および削減技術開発の

研究を推進するとともに，この分野の研究の重

要性を指摘した。

「特異なリン酸獲得機構を有する植物の発見

とこれら機構の解明・利用に関する研究」

（土壌生化学ユニット阿 江 教 治

研究リーダー）

リン酸は生命の遺伝情報やエネルギーの変換

を担う生命活動の基本となる元素である。リン

酸は古くは堆肥や厩肥で，近代は化学肥料の形

態で施用されてきた。しかし，リン酸は土壌の

鉄と結合し，難溶性の鉄型リン酸として作物に

利用されにくい形態へと変化する。一方，リン

酸資源はこれまでの消費が続けば，50年後に枯

渇すると予想されており，土壌蓄積リン酸をリ

サイクルする技術の開発が急務とされている。

までオルセン法が世界的に広く用いられてきた

が，半乾燥地帯に分布するアルフィソル土壌や

阿江氏の発表模様

土壌のリン酸肥沃度の評価法としては，これ

ヴァーティソル土壌にこの方法は適さなかっ

た。そこで，これらの中性からアルカリ性の土

壌に適用できるリン酸肥沃度の新たな評価法を

確立した。

また，アルフィソル土壌の主要なリン酸の形

態は難溶性の鉄型リン酸で，キマメはこのリン

酸を利用できることを発見した。すなわち，キ

マメはピシヂン酸をはじめとするキレート性有

機酸を根から分泌し，鉄型リン酸を溶解・吸収

していることを明らかにした。インドで行われ

ているキマメ／ソルガムの間混作体系は，キマ

メのリン酸溶解機能を活用しており，低リン酸

土壌においても生産を確保できる効果的な方法

であることを確認した。

キマメと同様に鉄型リン酸を利用できる作物

としてラッカセイがある。しかし，ラッカセイ

の根からは，鉄と反応するキレート性物質を検

出できなかった。そこで，土壌リン酸の拡散移

動を示す拡散係数が極端に小さいことに注目し

て，ラッカセイ根表面と土壌粒子との接触部位

で，鉄型リン酸の溶解反応が生じていることを

予見した。そして，根表面細胞壁には鉄型リン

酸を溶解できるキレート物質が組み込まれてい

ることを証明した。この現象を新たに「接触溶

解説」と命名した。


